
地域学習アシストとは？

◆ 山梨大学独自の取組として、令和元年度にスタートしました！

◆ 教育ボランティア活動の発展形としての性格をもっています！

◆ 学校の実情に応じ、より良い教育の実現を図ります！

【令和7年度 活動例】

✓大学生と大学教員が小学校のクラスに入り、担任の先生と方針を打合せたり、見とったことを報告したりしなが
ら、大学生が個別支援の必要な子どもに対して学習支援を行いました。

✓毎回の活動後に、大学で、大学生、教職大学院生、大学教員が「チームカンファレンス」を行いました。子ども
の行動の分析や、子どもへの関わり方について意見交換を行いながら次に活動する際の方針を考えました。

〇アシスト活動後に毎回アシストチーム

とカンファレンスを行います。

〇学校の課題解決に向けた取組を行い、

実践力を身に付けることを目指します。

アシスト活動B：10月～12月頃
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アシスト活動B

令和7年度 アシスト活動を終えての声

新たな課題に対応できる実践的な能力を身に付けた教員の養成

「地域学習アシスト事業」は、山梨大学独自の

取り組みとして、令和元年度にスタートしました。

従来の教育ボランティアの活動をより充実させる

ことで学生の実践力を高める取り組みです。学部

生、教職大学院生等と大学教員がチームとなり活

動します。 

具体的には、小学校で支援の必要な児童へのサ

ポートと、これについての「チームカンファレン

ス（以下、カンファレンス）」を大学で行います。

学部生が小学校で活動する際には、大学教員が学

部生に同行、学校との調整や学生に対して助言を

行います。活動後には、大学教員、教職大学院生

等とカンファレンスを実施し、子どもの行動の分

析や、関わり方について意見交換しながら次に活

動する際の方針を考え、実践に生かします。これ

を繰り返すことで、新たな課題に対応できる実践

的な能力を身に付けます。 

アシスト活動A：6月～10月頃

〇学習面や生活面等の支援を行いなが

らアシスト先のクラスの実態をつか

み、児童や学級担任と信頼関係を築

くことを目的として活動します。
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